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 1月 31 日、立憲民主党・うすい愛子北区議、NPO法人ジェンダーイコール篠原くるみさんと私せいの恵

子の共催で行った学習会。 

今回は講師に刑事法がご専門で、女性や子どもの犯罪被害・加害と刑事法の在り方について研究されて

いる、千葉大学大学院社会科学研究院教授 後藤弘子先生をお招きし、性的同意とは何か、また刑事司法に

ついてジェンダーの視点でお話しいただきました。 

 刑法の性犯罪に関する規定は 110 年間改正されることなく、2017 年に大幅に改正が行われました。強

姦罪は「強制性交等罪」と罪名が変わりました。また、18 歳未満の子に対する性犯罪は、監護者性交等罪と

して新しい規定が設けられました。 

しかし、被害者が「同意していない」ことは判断基準とされず、加害者が暴行・脅迫を行ったかどうかによ

って犯罪成立が左右されるというように、被害者の訴えが取り上げられない状況は刑法ができた当時から

変わっていません。 

 後藤先生は、性暴力について考えるときの基本は 1．同意がなければ性暴力である、2．性犯罪は権力犯罪

である、3.性暴力や女性に対する暴力は、ジェンダー差別である。根底にある女性差別的な考え方が暴力に

よってより強化されていくと言います。そして現在の刑法は「同意」を基本としたものになっておらず、女性

被害者に対する理解が欠如している。刑事司法の目的は「侵害された秩序の回復」ですが、その「秩序」とは

男性が「こうあるべきだ」と考えた規範であって、刑事司法自体が「男性化」されているとも述べていました。 

内閣府でも今年度は「女性に対する暴力をなくす運動」「性暴力を、なくそう」をテーマに取り上げていま

す。「勝手にYES と思い込むのはNO！」「相手の同意のない性的な行為は、性暴力」という当たり前に思え

ることも、まだまだ共通認識とされない日本。最大の被害者支援は加害者を適切に処罰すること。2017 年

にやっと改正されたとはいえ、現代社会にふさわしい刑法へと、さらに法改正が必要です。私も学びを深め

ながら声を上げていきたいと思います。   
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写真中央はコラボ代表の仁藤夢乃さん 

バスカフェには、密を避けて一人ひとりがくつろげるスペースも 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北区長へ第６次新型コロナウイルス感染症対策に関する申し入れ 

 2021年 1月 15日、コロナ感染急拡大、医療崩壊とも指摘され

る中、そねはじめ都議、北区議員団(さがらとしこ、山崎たい子、せ

いの恵子が代表参加)で、北区長へ新型コロナウイルス感染症対策

に関する、第 6次申し入れを行いました。 

 医療体制をはじめ、機能が限界にきている保健所への体制強化、

無症状者を早期に把握し、軽症のうちに抑え、感染拡大を防ぐ

PCR検査の社会的検査の拡充、営業短縮など影響を受けている全

ての事業者や、困窮している区民への支援など要請しました。 

 区長は「東京都とも連携して医療を支え、保健所への支援も強め

る。緊迫した状況に対し様々、検討をすすめる」と応対しました。 

写真左から、そねはじめ都議、花川北区長、

山崎たい子、せいの恵子、さがらとしこ区議 

コラボ（colabo）のバスカフェ・アウトリーチ活動に参加しました。 

一般社団法人コラボは、困難を抱える少女た

ちへの相談活動、食事提供、シェルターでの宿泊

支援、シェアハウスの運営を行っています。そこ

には 10 代の女性たち自身が参加し、すべての

少女が 「衣食住」とかかわり、困難を抱える少

女が搾取や暴力に行き着かなくてよい社会を目

指して活動しています。 

私も 1 月 20 日に行われたバスカフェやアウ

トリーチ活動に参加しました。当日は設営や撤去

作業のお手伝い、スタッフに同行して、夜の新宿

歌舞伎町界隈を歩き、10 代の少女に声を掛け

安全なバスカフェに案内する様子を見学しまし

た。緊急事態宣言下でも夜の街には、少女に声

を掛ける男性やスカウトがいたるところにいま

す。 

少女たちに対する、性搾取の働きかけが公然

と行われている様子に、コロナ禍の下で、少女や

女性たちの安全な居場所づくりや公的な支援の

必要性を強く感じました。コラボの実践に学び、

民間団体と協力しながら北区でも取り組みを行

っていきたいと思います。 

 緊急事態宣言が 3/7 ま

で延長されました。北区

でも学校や介護施設など 

での新規陽性者の報告も

多くなっています。 

 コロナ禍の下、お困り

ごとなどありましたら、 

いつでもご相談ください。 


